
第１期整備 第２期整備 第３期整備
平成30年度〜令和6年度 令和7~16年度 令和17年度〜

対
象
古
墳

御廟表塚古墳 収塚古墳・寺⼭南⼭古墳
いたすけ古墳・⻑塚古墳・塚廻古墳・⽂珠塚古墳・
丸保⼭古墳・乳岡古墳・ドンチャ⼭古墳・正楽寺⼭
古墳・グワショウ坊古墳・旗塚古墳・七観⾳古墳・
鏡塚古墳・善右ヱ⾨⼭古墳・銭塚古墳

全
体

解説板設置・周遊路整備・ガイダ
ンス整備 総合解説板等整備 既存整備の⼤規模改修

確認調査・追加指定・公有化・仮整備・保存のための緊急整備・既存整備の修復・防災整備等は適宜実施
計画 平成29年度

計画策定（第１期）
令和6年度
計画策定（第２期）

史跡百⾆⿃古墳群整備基本計画（第２期）の概要
基本理念・基本⽅針

【基本理念】
●わが国を代表する歴史遺産として史跡百⾆⿃古墳群の保存
と公開活 ⽤に努める
●魅⼒あるまちづくりに寄与するため、整備や公開活�は住
⺠と協働を図り、住⺠に親しまれる史跡をめざす

【基本�針】
●史跡の価値や特性を正しく伝え、確実に未来へ継承する
⇒調査に基づき適切な遺構保存を⾏い、価値がわかりやすい整備
を⾏う

●古墳の存在感を⾼め、古墳群の⼀体的景観を形成する
⇒墳丘上の樹⽊整理等により古墳の稜線や古墳の連なりを明確に
する

●住⺠との協働を図り、古墳を舞台にした憩いや学習の交
流拠点を創造する
⇒地域の誇りとして住⺠に親しまれる⾝近な古墳として整備する

整備の進め⽅

・4世紀後半〜6世紀前半に形成され、当時の政治的・
社会的構造を如実に⽰す稀有な古墳群

・墳丘が現存する44基のうち１９基＊が史跡に指定

史跡百⾆⿃古墳群とは

＊いたすけ古墳、⻑塚古墳、収塚古墳、塚廻古墳、⽂珠塚
古墳、丸保⼭古墳、乳岡古墳、 御廟表塚古墳、ドンチャ⼭古
墳、正楽寺⼭古墳、鏡塚古墳、善右ヱ⾨⼭古墳、 銭塚古墳、
グワショウ坊古墳、旗塚古墳、寺⼭南⼭古墳、七観⾳古墳、
御廟⼭古墳内濠、ニサンザイ古墳内濠

（下線︓世界遺産構成資産12基）

個別の計画

【⽴ 地】⼤仙公園内、履中天皇陵古墳周囲の中⼩古墳
【整備理由】
・墳丘が⼀部崩れ、調査で判明した墳丘の形が視認できない
・周辺の公園整備が完了し、周遊拠点となりつつある
・古墳が密集し、整備効果が⾼い
【整備の⽅向性】
・調査成果に基づき墳丘を盛⼟で修復後、地被類で保護
・埴輪や葺⽯は原⼨⼤の検出状況写真等を遺構上に設置
・周濠は平⾯表⽰
【整備後のイメージ】
・⼤仙公園南⻄部の周遊拠点
・様々な形や規模の古墳が連なる景観

・博物館等で学んだことを現地で確認し、様々な
形や規模の古墳が密集する古墳群の価値を体感

・仁徳陵天皇陵古墳周辺だけでなく、履中天皇陵
古墳や⼤仙公園全体の周遊を促進

寺⼭南⼭古墳の整備（第２期）

寺⼭南⼭古墳

七観⾳古墳

履中天皇陵古墳

平成30年 国史跡百⾆⿃古墳群整備基本計画（第1期）策定
御廟⼭古墳内濠 追加指定

平成31年 ニサンザイ古墳内濠 追加指定
令和元年 世界遺産登録＊
令和５年 史跡百⾆⿃古墳群保存活⽤計画策定

＊世界遺産登録時の追加的勧告
c）史跡指定されている構成資産に対して準備されている整
備基本計画を完成させること。その際、計画と保存及び顕著
な普遍的価値（OUV）の保護との間の整合性を確実に担保す
ること。

計画策定の経緯

【⼤仙公園内の古墳】
古墳時代の姿（史跡の
本質的価値）を⽰す

整備の⽅向性

【住宅街の古墳】
現在の姿（⼈々との
関わりの履歴）を�す

【価値の顕在化】
樹⽊整理（間伐・剪定等）

【価値の表現】
遺構展�（露出展�等）
復元展�（墳丘復元等）
遺構表⽰（濠の表⽰等）

整備によって多様な古墳の姿を⽰し、史跡の価値を⾼める

計画策定の⽬的

「史跡百⾆⿃古墳群保存活⽤計画」の整備の基本⽅針
や世界遺産登録時の追加的勧告等を踏まえ、史跡の本
質的価値を良好な状態で後世に継承し、同時に顕在化
させる整備の⽅針や⽅法を明⽰する。

●遺構保存および地形造成に関する計画
⇒墳丘上の樹⽊は間伐し、表⼟流出を防ぐため地被類を
植栽する

●遺構の表現に関する計画
⇒保護処置の後、遺構表⽰(濠の表⽰)や復元展⽰(墳丘
復旧)を⾏う

●公開活⽤に関する計画
⇒史跡への関⼼の有無に関わらない来訪の契機をつくる
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史跡古市古墳群整備基本計画（第２次）の概要

計画策定の経緯
平成30年 史跡古市古墳群整備基本計画（第1次）策定

応神天皇陵古墳外濠外堤、浄元寺⼭古墳、松川塚
古墳、鉢塚古墳、墓⼭古墳 追加指定

平成31年 唐櫃⼭古墳 追加指定
令和元年 世界遺産登録※
令和２年 応神天皇陵古墳外濠外堤 追加指定
令和３年 ⽩⿃陵古墳周堤、仲姫命陵古墳周堤、応神天皇陵

古墳外濠外堤、墓⼭古墳 追加指定
令和４年 国史跡古市古墳群保存活⽤計画 策定

鍋塚古墳、⽩⿃陵古墳周堤 追加指定
令和５年 峯ヶ塚古墳 追加指定
令和６年 安閑天皇陵古墳周堤 追加指定
※世界遺産登録時の追加的勧告
C）史跡指定されている構成資産に対して準備されている整備基本
計画を完成させること。その際、計画と保存及び顕著な普遍的価値
（OUV）の保護との整合性を確実に担保すること。

整備の⽅向性
●整備は、古墳の本質的価値の保護、継承を⽬的とする。
●保存のための整備では、状況により、樹⽊の剪定・伐採、
墳丘の損傷や裾部の洗堀の修繕を⾏う。
●活⽤のための整備では、墳丘の復元展⽰、遺構の平⾯表⽰、
遺構の露出展⽰といった3つの表現⽅法の中から、各古墳に
とって最も効果的なものを選択して実施する。
●活⽤のための整備については、密集して古墳がある場合、
周辺に隣接する古墳が認められない場合に分けて、古墳間の
眺望を活かす整備、各古墳の規模や形態が分かる整備を基本
とするが、個々の状況を踏まえて⽅向性を定める。

基本理念・基本⽅針

【基本理念】
●古市古墳群の保存活⽤の推進
●⼈類共有の⽂化遺産として、地域で親しめる場としての未
来への継承
【基本⽅針】
【保存のための整備⽅針】
●墳丘の削平や損壊、裾部の洗掘の保護対策を実施する。
●墳丘等の遺構の保存を�的とした適切な動線設定、来訪者の誘導
を図る。
●⾼⽊化した樹⽊の剪定・伐採、濠⽔の⽔質改善の検討を⾏う。
【活⽤のための整備⽅針】
●古墳の本質的価値を理解できる整備、動線設定、ガイダンス施
設・展⽰施設や説明板などの設置を⾏う。また、隣接する古墳につ
いては、密集した多様な古墳を意識した整備を検討する。
●周濠など危険箇所のため⼀般開放できない古墳について、⾒学の
ための動線設定と安全対策、限定公開を検討する。
【その他の課題】
●史跡指定地の保存管理、整備は、関係機関、庁内部局との協議調
整、有識者の⾒識が得られる体制の充実を図る。

整備の進め⽅

●4世紀後半〜6世紀前半に形成され、当時の政治的・社会的構
造を如実に⽰す稀有な古墳群
●墳丘が現存する45基のうち、下記の23基が国史跡に指定

史跡古市古墳群とは

古室⼭古墳、⾚⾯⼭古墳、⼤⿃塚古墳、助太⼭古墳、鍋塚古墳、城⼭
古墳、峯ヶ塚古墳、 墓⼭古墳、野中古墳、応神天皇陵古墳外濠外堤、鉢
塚古墳、はざみ⼭古墳、 ⻘⼭古墳、蕃所⼭古墳、稲荷塚古墳、東⼭古
墳、割塚古墳、唐櫃⼭古墳、松川塚古墳、浄元寺⼭古墳、⽩⿃陵古墳
周堤、仲姫命陵古墳周堤、安閑天皇陵古墳周堤
（下線︓世界遺産構成資産16基）

第１期整備 第２期整備 第３期整備
平成30〜令和6年度 令和7〜16年度 令和17年度〜

対
象
古
墳

城⼭古墳（整備）・
峯ヶ塚古墳（整備・発
掘調査）・唐櫃⼭古墳
（発掘調査）

峯ヶ塚古墳・唐櫃⼭古
墳・城⼭古墳・鉢塚古
墳

応神天皇陵古墳外濠外堤・墓⼭古墳・城⼭古墳・古室⼭古墳・⼤⿃塚
古墳・はざみ⼭古墳・鉢塚古墳・鍋塚古墳・野中古墳・助太⼭古墳・
�⾯⼭古墳・⻘⼭古墳・蕃所⼭古墳・稲荷塚古墳・東⼭古墳・割塚古
墳・浄元寺⼭古墳・松川塚古墳・⽩⿃陵古墳周堤・仲姫命陵古墳周
堤・安閑天皇陵古墳周堤・野中宮⼭古墳（未指定）

全
体 墳丘緊急整備 保存のための整備

活⽤のための整備
保存のための整備
活⽤のための整備

確認調査・追加指定・公有化・暫定整備・保存のための緊急整備・既存整備の修復・防災整備等は適宜実施
計
画 史跡古市古墳群整備基

本計画（第1次）
史跡古市古墳群整備基
本計画（第2次）

計画策定の⽬的
『国史跡古市古墳群保存活⽤計画』で⽰した整備と公
開・活⽤の基本⽅針や整備の推進⽅法、世界遺産登録
時の追加的勧告などを踏まえ、『史跡古市古墳群整備
基本計画（第1次）』を改訂し、適切な整備の⽅針や⽅
法を明らかにすることを⽬的とする。

●遺構保存計画
⇒樹⽊伐採による悪影響の排除、踏圧等に対する遺構保護盛⼟、
周濠の洗堀防⽌対策を⾏う。

●遺構の復元展⽰・表⽰計画
⇒保存措置の後、墳丘の復元展⽰や周濠等の遺構表⽰を⾏う。
●公開計画
⇒史跡内の⾒学のために、墳頂部への誘導、あるいは内・外堤上
を周遊できるようルートを設定する。

個別の計画

遺構復元・表⽰等について
【峯ヶ塚古墳】（古墳の規模や形態の分かる整備）
●整備理由
・開かれた公園の中にあり、整備効果が⾼い
・墳丘裾の崩落があり、本来の規模・墳形を視認できない
●保存のための整備
・墳丘︓墳丘裾等の修復。
・内濠（湛⽔部）︓修復した墳丘裾養⽣との⽔位調整。
●活⽤のための整備
・発掘調査で判明している情報を最⼤限表⽰。
・墳丘︓復元
・周堤︓復元
・主体部︓陶板写真（オルソ画像）にて遺構表⽰
・葺⽯︓葺⽯の遺構表⽰の検討。
・埴輪列︓確認箇所で陶板写真（出⼟状況）にて遺構表⽰。
・内濠（陸化した範囲）・周堤︓平⾯表⽰
●その他の課題
・都市公園である「峰塚公園」との⼀体的な整備。
【唐櫃⼭古墳】（古墳間の眺望を活かす整備）
●整備理由
・主墳となる巨⼤前⽅後円墳と隣接しており、眺望を活か
せる⽴地
・墳丘の削平が著しく、墳丘の形が視認できない
●保存のための整備
・墳丘削平部、切通しの修復
●活⽤のための整備
・墳丘︓墳丘を⽴体的に復元し、墳頂から主墳を眺望する。
・周濠︓平⾯表⽰
・渡り⼟⼿︓平⾯表⽰（もしくは、墳丘の取り付きの関係
で、スロープで表⽰）。
・堤上⾯の敷⽯遺構︓平⾯表⽰
・埴輪列、葺⽯の平⾯表⽰⽅法について検討。
●その他の課題
・⽯棺展⽰︓⽯棺３基実物展⽰（唐櫃⼭古墳出⼟１基、⻑
持⼭古墳出⼟２基）

２
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峯ヶ塚古墳（No.44）
３



唐櫃⼭古墳（構成資産外）
４
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史跡整備基本計画の遺産影響評価の⽅針について

１．遺産影響評価詳細分析報告書の章⽴て（案）
⽬次 備考

１ 要約
２ ⽬次
３ はじめに
４ 世界遺産「百⾆⿃・古市古墳群」の概
要
(１)名称
(２)世界遺産⼀覧表への記載⽇
(３)構成資産⼀覧
(４)構成資産の位置及び緩衝地帯の範囲
(５)顕著な普遍的価値
(６)国内法による資産の保全
(７)第 43 回世界遺産委員会における
追加的勧告

推薦書、世界遺産委員会決議に基づき記載

５ 評価の経緯
６ 評価の⽅法及び実施主体者 実施主体者は堺市、⽻曳野市、藤井寺市
７ 計画の概要
(１)全体概要
(２)史跡百⾆⿃古墳群整備基本計画の概要
(３)史跡古市古墳群整備基本計画の概要

・(１)は両計画の共通事項（計画策定の経緯
と⽬的、計画期間、基本理念等）を記載
・(２) (３)は「計画全体の概要」「個別古墳
（遺構復元計画対象）計画の概要」を記載

８ 計画による資産への影響
(１) 全体計画
１)「顕著な普遍的価値」への影響
２)「緩衝地帯の機能」への影響

(２) 個別古墳の遺構復元計画
１)⽬的の妥当性
２)⼿法の妥当性
３)「顕著な普遍的価値」への影響
４)「価値理解の促進」への影響
５)「緩衝地帯の機能」への影響

・(１)は古墳群全体に共通する⽅針・⼿法に
ついて、影響を評価
・(２)は個別古墳の計画のうち古墳の外観を
変更する遺構復元計画について、⽬的と⼿法
の妥当性、計画にかかる事業実施による影響
を評価

９ 緩和策の説明
10 評価
11 参考⽂献
12 添付資料 ・史跡百⾆⿃古墳群整備基本計画（概要版）

・史跡古市古墳群整備基本計画（概要版）
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２．個別古墳の遺構復元計画にかかる遺産影響評価の⼿法（案）
評価項⽬ ⼿法

⽬的の妥当性 遺構保護、価値理解、対象選択の観点
から評価

⼿法の妥当性 考古学データとの整合、⼯法の可逆性
の観点から評価

「顕著な普遍
的価値」への
影響

a）49基の墳墓に直接的な改変
があるか
c1）独特な葬送習慣の物証に直
接的な改変があるか

計画が構成資産の遺構・遺物に負の影
響を及ぼすかを調査成果に基づき評価

b1）古墳の視覚的存在感を阻
害するか
b2）古墳と古墳の間の繋がり
を阻害するか

視点場及び周遊ルートからの「古墳へ
の眺望」「古墳間の繋がりへの眺望」
に影響を及ぼすかを、現況写真、計画
実施後のパース図等の⽐較により評価
※正の影響（存在感の⾼まり、繋がり
の顕在化）についても評価

c2）祭祀や参拝を阻害するか 計画の対象地と祭祀・参拝の場所との
関係性（位置関係、計画対象地への眺
望）により評価

「価値理解の
促進」への影
響

資産の価値に対する来訪者の理
解を促進するか

計画が来訪者の価値理解に及ぼしうる
影響より評価
※正の影響（より深い理解の促進）、
負の影響（誤解を与える懸念）の双⽅
を評価

「緩衝地帯の
機能」への影
響

顕著な普遍的価値を守るための
緩衝地帯の機能を阻害するか

諸規制への適合及び緩衝地帯保全の考
え⽅との整合性より評価

【第 43回世界遺産委員会決議 追加的勧告】
c)史跡指定されている構成資産に対して準備されている整備基本計画を完成させる
こと。その際、計画と保存の⽬的および顕著な普遍的価値（OUV）の保護との間の整
合性を確実に担保すること。  
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史跡百⾆⿃古墳群整備基本計画（第２期） ⽬次（案）

第 1章 計画策定の経緯と⽬的
（１）計画策定の経緯
（２）計画の⽬的
（３）委員会の設置と策定経過
（４）関連計画との関係

第 2章 計画地の現状
（１）⾃然的環境
（２）歴史的環境
（３）社会的環境
（４）関連法規制

第 3章 史跡等の概要および現状と課題
（１）史跡等指定の状況
（２）史跡等の概要
（３）史跡等の公開活⽤のための諸条

件の把握
（４）広域関連整備の現状と課題

第 4章 基本⽅針
（１）基本理念と基本⽅針
（２）整備の⽅向性
（３）整備の進め⽅

第 5章 整備基本計画
（１）遺構保存および地形造成に関す

る計画
（２）遺構の表現に関する計画
（３）植⽣・植栽に関する計画
（４）便益施設に関する計画
（５）公開活⽤およびそのための施設

に関する計画
（６）動線計画
（７）案内・解説施設に関する計画
（８）周辺地域の環境保全に関する

計画
（９）管理・運営に関する計画
（10）関連歴史⽂化財等との有機的な

整備活⽤に関する計画
（11）公開活⽤に関する計画

第 6章 各古墳の計画
（１）各古墳の整備⽅針
（２）第２期事業計画の古墳
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史跡古市古墳群整備基本計画（第２次） ⽬次（案）

第 1章 整備基本計画策定の経緯と⽬的
（１）策定に⾄る経緯
（２）策定の⽬的
（３）策定の体制
（４）対象範囲
（５）計画の期間

第 2章 史跡古市古墳群の概要
（１）現況及び現在に⾄る経過
（２）歴史環境
（３）⾃然環境
（４）古市古墳群を取り巻く社会的

環境

第 3章 整備に向けた課題
（１）保存のための整備課題
（２）活⽤のための整備課題
（３）その他の課題

第 4章 基本理念及び基本⽅針
（１）基本理念
（２）基本⽅針

第５章 全体計画
（１）史跡古市古墳群第２次整備の

基本⽅針
（２）整備の⼿法
（３）各古墳の整備⽅針
（４）古市古墳群の動線計画

第６章 個別計画
（１）調査計画
（２）遺構保存計画
（３）環境保全計画
（４）園路計画
（５）遺構の復元・表⽰計画
（６）ガイダンス施設、便益施設、

管理施設計画
（７）説明、案内施設計画
（８）設備（給⽔、排⽔、電気等）

計画
（９）整備後の公開活⽤計画
（10）整備後の管理運営計画

第７章 連携計画
（１）周辺⽂化財との連携計画
（２）百⾆⿃古墳群との連携計画
（３）他部局との連携計画

第８章 事業計画
（１）年次計画
（２）事業⼿法
（３）事業推進体制


